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て

汁

算

し

・

在

｀

了

。

ニ

コ

に

は

さ

み

、

腕

を

び

っ

、

た

り

か

ら

だ

.• 
1.r. 

~
従
来
は
、
胴
寿
の
柏
は
事
府
の
原
因
[
こ
に
つ
け
注
す

o

幼
児
の
い
亙
合
ほ
‘
ぷ
[
い

□'
、
開
を
上
か
ら
靡

'v.
｛が、｛
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．
え
ぇ
ナ
Q
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発
生
直
前
の
価
格
か
ら
筍
定
し
き
し
た

：

が

。

今

彼

は

、

加

人

時

の

家

畜

の

価

格

ぃ

＂

分

計

で

も

五

分

く

ら

い

、

五

分

計

亨

‘

つ

＂
十
分
く
ら
い
と
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
開
間
を

：
か
ら
直
定
ず
ふ
ご
と
忙
た
り
主
ず
り
・

{
ま
た
、
て
ん
補
率

i
f

従
来
、
加
入

~
i

か
け
た
ほ
う
か
正
確
で
す
c
.

，
食
事
ゃ
述
動
を
し
た
直
後
だ
、
ど
体
温

時
忙
ぢ
け
る
共
済
金
額
の
家
畜
の
価
柘
．

：
が
上
が
り
走
す
か
ら
、
途
温
は
暫
，
＼
、
た

i

．
に
対
ず
る
割
合
を
用
い
守
し
た
が
今
後
~

一

改

正

れ

た

共

済

口

は

、

、

准

故

が

急

，

ふ

9
J
,｝
r̂
q

心

に

お

け

る

、

＂

っ

ス

か

ら

が

よ

い

ウ

て

9
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玉

藷

金

額

の

家

畜

の

価

格

に

対

す

る

割

＂

，

ま

た

汗

を

か

い

て

い

た

り

す

る

と

疋

一
五
ゲ
ェ
用
）
．
み
こ
と
に
な
り
ォ
ず
，
~
二
罪
た
体
温
が
は
か
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
汗

＂
は
よ
く
ふ
ぎ
と
ヽ
ヽ
っ
て
か
ら
計
り
ま
す
、

i

—
ー
四
月
一
日
よ
り
実
施
ー
~

髯
の
且
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ゃ
と
た
？
lIr

．

＼
 

―
匹
月
か
ら
実
梅
さ
れ
る
改
阿
巴
靡
，
．
．
し
か
し
、
今
後
は
、
三
頭
飼
い
な
ら

t

一
に
つ
い
て
、
前
月
て
は
r

ヽ

揺

束

一

弓

弓

碍

五

頭

伺

い

な

ら

可

喜

共

済

合

「

I

m

,

‘

｛

と

r
す
ま
で
は
、
体
温
は
少
！
二
ぃ
四
く

一
ご
と
に
加
入

L
て
い
た
も
の
が
甕
’
溶
如
／
炭
畜
の
合
計
価
柊
Ic
抵

択

し

た

割

苔

置

ご

ぃ

；

口

で

い

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

c

一
埠
竺
加
入
・
万
み
方
庄
｀
と
な
る
、
ご
と
f,5

丁

＇

乗

じ

た

も

の

こ

応

じ

だ

限

度

額

忍

が

パ

ペ

＼
 

＜
 

~
t
＼
・
｝

一
ど
、
加
人
の
仕
方
屈
つ
べ
＂
t

｀
召
介
，
＇
．
‘
＾
叱
い
が
設
け
ら
れ
ま
す
の
で
こ
心
冒
・
な
ら
[
'

ロ
ノ
，

J
“
\
n
,
V
i

℃
匂

7
f病〗
〗
[
/

□
□
i林
叫
信'9
」-
t
i

胃
-
鷹

一

甘

―
-
]
{
、
病
気
ゃ
陽
を
し
た
く
丹
っ
た
〗
ら
は
、
農
寮
負
旧
ど
た
り
芍
す

3. 

i

か

ら

、

喜

ご

程

愛

斉

ぷ

；

允

予

土

贔

ご

役

員

改

選

終

る

い

い

.
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尤
1

、

一
病
似
名
発
見
し
た
と
さ
は
、
役
場
に
五
誓
：
よ
う
忙
し
士
し
ょ
巧
0

、

ォ

五
知
，
し
て
獣
医
師
の
診
療
を
受
げ
て
ド
~

；
二
動
且

‘, 

易

、1

一
さ
い
0

・

四

、

死

廃

事

故

が

わ

注

た

と

-

ィ

＃

i

[

眈
川
町
森
林
組
合
で
は
e-

：

月

三

十

・

疇

ゾ

川

．

C
T
A
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見
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・
一
日
午
前
｀
下
院
四
十
互
分
よ
り
、
中
野
t

,
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一
こ
れ
ま
で
は
、
．
一
頭
ご
と
に
、
加
入
"

，
19い●
ー

一
金
如
恥
臼
応
じ
て
‘
―
つ
の
屈
湯
事
呵
こ
9
死
廃
賓
故
に
た
り
そ
う
な
．

L
で
き
は
役
〗
小
学
校
謂
常
て
、
第
ャ
六
回
通
常
応
会
·
·
·

口
月
＝
ェ
十
一
日
現
在

i

と
作
'
-
一
戸
齊
号
ベ
・
ク
虞
度
が
あ
ゎ
花
）
‘
-
だ
の
，
い
喝
，
へ
姐
団
し
ず
下
さ
汀
保
月
か
内
団
を
閏
き
、
国
十
・
i

年

・

咳

業

朽

殴

吉

並

に

印

心

一
て
、
罪
’
い
病
偽
の
た
も
吟
療
投
が
殴
1壌
の
I
、
3

会
い
；
と
紅
怒
虞
土
呼
忍
を
行
な
刹
命
釜
処
分
案
の
承
諮
、
四
下
二
年
度
一

二
、
八
三
七

棗
務
計
画
設
定
、
共
の
他
の
議
案
を
原
i

丁八

□
男

を
こ
え
だ
と
き
は
、
そ
⑦
乙
反
た
部
分
＂
い
古
＇
す
。

・

女

二

、

八

―

;

-

一
か
他
匹
家
負
担
（
＇
ぷ
二
て
、
他
に
病
気
を
-
]
支
払
共
済
金
は
町
で
評
価
し
た
摂
羞
臀
可
決
し
た
。

i

一
、
丘
門
几

｛
げ
ピ

一
し
な
い
尿
蒋
ぬ
恨
度
｀
ぽ
約
が
あ
っ
て
も
五
呂
額
尺
て
ん
補
率
五
済
金
栢
0

ハ

午

淡

一

時

四

＇
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！

五

分

：

よ

り

、

任

期

満

．

＂

世

警

数＼ 

扉
咀
ず
ろ
こ
と
は
で
き
庄
せ
ん
で
し
｀
竺
家
畜
の
価
格
忙
対
す
ら
割
合
）
を
乗
じ
；
に
伴
左
う
役
員
改
選
床
行
な
い
左
の
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~
組
合
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理
小
-
香
川
亀
久
次
郎
・

1

挙

拳

i

埋

事

籐

川

守

仲

三

好

肘

義

[

ヵ

ゼ

の

ン

！

ズ

ン

で

す

o

「

熱

二

は

わ

し

だ

り

す

召
J

と

も

あ

り

夜

す

し

、

-

緒

方

優

局

文

挙

会

陽

学

研

会

§

_g 
.. ，
'

り

じ

酋

り

務

羽

国

学

邁

選

会

i

一
＂
~
之
｀
苔

虚
講
落
．
会
会
弔
員
総
~
山
内
利
政
沖
浦
安
高
、
よ
う
だ
」
「
な
ん
と
な
く
．
ぢ
る
い
」
衛
生
的
防
ぃ
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
在
せ
ん
．
谷
岡
恵
二

、

J
.
,
t
“
E
9
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・

f
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し
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萬

頻

寺

千

代

―
一
[
[
ロ
ニ

□

こ
中
丸
麟
m
l口〗□

堀
川
炉
郎
＾

e
r
T

靡
信
な
ど
と
体
碍
m
左
．
と
り
出
す

tに
と
も
多
か
ら
、
病
院
以
外
で
は
拉
ず
ず
め
し
出
兵
哨
徹

有
友
勇
佐
久
保
邦
澄
＂
く
な
り
注
す
か
ら
、

l
E
L
5
汁
り
方
を
~
せ
ん
。

甚
芦
＇
州

f
議

家

化

食

扱

業

人

野

例

牛

緩

議

林

＂

一

ダ

濯

大

母

衆

疫

支

給

高

農

成

月

、

定

民

愛

衆

森

．

二

宮

清

行

兼

高

戚

生

；

ぷ

ぼ

え

て

加

き

ま

ー

i
t

う

。

計

る

と

き

は

、

体

混

計

の

水

崇

柱

が

祈

幸

恵

れ
’
．
野
―
[
計
る
場
所
は
、
家
庭
で
は
わ
ぎ
の

F

口
二
十
五
度
以
F

に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
~
土
屈
日
登
梵

-

．

門

弓

日

月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

・

-
i
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7
8
j
2
3
5
8
1
6
9
1

藍
屯
畦
吟
伸
穂
髯
氷
一
が
適
当
で
ナ
。
口
の
左
か
や
コ
ウ
門
で
を
た
し
か
め
、
水
銀
の
部
分
が
ち
ょ
う
~
｛
／
死
亡
，
一
久
保
大
田
朋
行

i

l

1

1

1

{

2

2

2
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一
丸
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太
郎
二
訂
る
方
法
も
あ
り
笈
ず
が
、
か
ん
で
こ
／
ど
わ
き
の
下
の
巽
ん
な
か
に
あ
た
る
よ
~
藤
の
原
石
田
又
治

，
 

‘
,
.
‘
 

i
i
l
I
i
1
1
・
1
,
i
i
'
‘
.
'
i
i

•• 

III 

9
,
1
1
1
1
/
i
i
,
1
1
,
i
.
l
i
.
，
1
・
＇

乾Lし、＇たけ，相場表

県森連しい竺け共同販売所に1だける 相喝

1.入オしの月日 S. 4 2、1.2 0 

2、人.f-Lの隙 5、00 0kg 

3.｛而烙底(it-1 3, 4 t} {,｝円

（応当り＇） 乎均 2, 5 5 o :.（.1 

安値 2, 0 1 {}可

い門 ＇桜

有力商社：(i)参加で相場似・；芭気，中内中華

2,5 0 0円，中心七 off]は3,0 0 (｝ f-り台，

集与紅ド．：．．’ご］が高値2,9 8{)円，平与2,.500 

円を寺続．し．かしこ．忍．． ）和場も長峠窄せず2

月下J日］紅は平貨這tみと在、も予祖であ．るが，
ヽ

やはり椎ざ11:・/乍し＇）は，厚物のドンコをなぅ産ず

るのが所得増ーたの一霜む）迎て.:f,る，3
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す大
° l -L 

合が

し悪ア
デ

：「アデノイドの手術ー封るイ
＇なノ

ア頭
」：9:9:とド
あいを

デヘのンベは しこ術場いりわほ
ノンニ頭ン‘へてとは合注ーまれう

イ i・ 種ヘトロンいにしをでしやっ
ドウがソウ蓋卜注意な除は，•だたて
と七あトセヘゥナ見いい、｀）らお
いンりウンガセ°がとて特しに〈
いがま七とイン 一い‘別か手），
吏肥すン汗ッ

'-

に 致う手の

゜
し術頭

ーロ 学

あ
り
ま
す
が
、
給
与
[

所
得
の
み
を
有
す
る
人
は
、
申
庄
~

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

i

ej

申
告
要
領

本
年
度
よ
り
申
告
書
の
様
式
が
｛
~

さ
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
~

ど
な
た
で
ま
す
。
~

り
所
得
税
の
確

出
期
限
と
同
じ
く
、
三
月

日
と
た
り
ま
し
た
の
で
、
｛

れ
な
い
よ
う
申
告
し
て
下
さ
い
。

お
よ
び

税
の
申
告
に
つ
い
て

い

ず

れ

も

、

月

十

五

日

ま

で

忙

税

務

署

へ

申

し

て

下

さ

f
o
 

＞
 尚
、
従
来

度
も
、
二
月

行
な
わ
れ
る

下
さ
い
。

ア

デ

ノ

イ

ド

が

目

立

つ

の

は

か

一

十
一
オ
ぐ
ら
C

で
、
そ
れ
か
ら
あ
と
は

自
然
侭
小
さ
く
な
っ
て
し
注
い
ま
す
。
i

と
き
が
と
な
い
と
、
手
術
し
て
も
し
ば

ら
く
す
る
と
ま
た
大
宮
く
な
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、
と
ぎ
が
来
れ
ば
手
術
し

な
い
で
も
小
さ
く
な
る
の
で
す
か
ら
と

き
に
ま
か
ず
の
が
い
ち
ば
ん
よ
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
ア
デ
ノ
イ
ド
が
大
き
く
て

鼻
か
ら
息
が
で
、
き
な
い
と
か
、
ノ
ド
と

耳
を
ふ
さ
ぐ
管
を
ふ
さ
い
で
が
き
こ

え
に
く
く
な
る
と
い
っ
た

忙
は
、
切
除
手

身
と
も
に
い
い

9

,

＇

i
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乳
児
検
診

と

き

三

月

三

十

ロ

へ
―
―
一
時
ま
で

と

こ

ろ

肱

川

町

謳

該

当

者

昭

和

四

十

昭
和
四
十
一

出
生
し
た
者

〔
注
〕
＇
個
人
通
知
は
出
し
己
ん

の
で
そ
の
考
え
で
い
て
下
さ
い
。

一
月
か
ら

ま
で
に

妊
婦
検
診

と

き

二

月

二

十

L

ら
―
―
一
時
祖
で

と

こ

ろ

肱

川

町

役

場

の
者

か
ら

時
か

断

な

い

で

お

る
よ
う
お
願
い
し
注
す
。

1.‘ 

課
税
に
か
か
る
、
-

帳
を
、
左
記
の
[

通
り
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
~

L

縦

覧

期

間

＇

月
一
日
か
ら
同
[

昭
和
四
十
二
年

月
二
十
日
ま
で

2
 

3疇

税
台
帳
の

均
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6
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8 3 3 

2 9 6 

4 8 5 

5 0 3 

(） 3 

3 2 2 

1 5 7 

2,699 

健
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5

8
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5

1
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1

1

5

 

票

8 5. 6 1 

7 3.8 2 

7 6.3 8 

8 5.2 5 

8 L 1 0 

8 5.8 7 

8 9.2 0 

8 2. 3 6 

8

7

8

0

7

7

7

4

 

7

0

3

9

2

7

7

9

 

9

4

6

5

1

3

1

2
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8 4 l 

3 0 4 

5 0 4 

4 9 8 

1 0 4 

3 1 7 

1 5 7 

2. 7 2 5 

＂
め
て
下
さ
い
。

i

尚
、
通

本
年
＂
，
甲
し
出
下

ヽ

｀

で

か
ら
ご
利
用
＂

1 3 7 | 8 5 9 9' 
1 0 3 I 7 4. 6 9 

1 3 4 1 79.0 0 
9 2 I 8 4. 4 1 

2 3 l 8 1.8 9 
6. o I 8 4.0 8 
2 o I 8 8. 7 O 
5 6 9 I 8 2. 7 3 

：
お
り
ま
す
が
、
本
年
四

校
加
入
学
す
る
児
童

年
四
月
二
日
か
ら
三

ま
で
に
生
れ
た
子
供

it↑
]
，
J

―
-
‘
、
＜
こ
。

税

務

の

笠
バこ‘‘

詳

し

く

は

、

さ

ん

を

て
配
布
す
る
、
「
告
の
仕
万
」

し
て
下
さ
い
。

税

務

課

II

新
人
生
は
飢
人
”

っ
て
、
て
v̀2十

町

選

票

調
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日 曜 献 立 名 使 用 材

7890~345670234 
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